
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成 25 年 5 月 30 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

 メディアを最適に選択する方法を検討し，ブレンド型授業を展開する方法を研究した．
ブレンド型授業を設計できるように，授業を 14 種類の授業型と 22 種類の授業形態に分類
した．メディアを必須メディア，推奨メディア，望ましいメディアの三種に分け，授業形
態ごとに三種のメディアの候補を作った．授業設計に参考にできる例を集めた．それに基
づいて，「ブレンド型授業の設計書作成支援システム」のプロトタイプを開発した． 
 
研究成果の概要（英文）： 

How to choose media optimally was examined. The method of developing a 
blended class was studied. The lesson was classified into 14 kinds of class types, and 22 
kinds of lesson forms so that a blended class could be designed. Media were divided 
into three kinds of indispensable media and recommendation media and desirable 
media. The candidate of the three kinds of media was made for every lesson form. The 
examples which can be referred to in the lesson design was brought together. Based on 
these ideas, the prototype of "system for supporting to create the design document of a 
blended class" was developed. 
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１．研究開始当初の背景 

ブレンド型授業(ブレンディッドラーニン
グ)とは，集合学習と各種 e ラーニングを組み

合わせた学習形態であり，同期型の集合学習
と非同期型の個別学習のそれぞれの短所を
補って展開する学習である．最適な授業を設
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計するために，メディアを適切に選択して，
それらを適切に融合し，適切に利用する必要
がある．つまり教師の一斉指導，学習者同士
が話し合うグループ学習，WBT を活用した
個別学習，テレビ会議による遠隔地の学習者
との共同学習などを効果的に組み合わせる
ことによって，学習者の理解度を高める学習
方法である．教師による学習支援が適宜得ら
れるという点で学習意欲の継続が図られ，e

ラーニングを利用することによって，学習者
の都合の良いときに学びたいだけ何回でも
学習できて，学習効果が大きく，効率的で魅
力的な学習方法である． 

 現在，本研究代表者は次の図に示すような
「もの作りと評価活動を取り入れた問題解
決力を育てる大学教育」を設計し，担当する
授業で実践して効果を上げている．その中心
は，学習内容の理解を定着させ，深めるブレ
ンド型授業である．学生間および学生と教員
の間で，相互作用が生じるようにして、問題
解決力が育つように授業設計することが重
要である．そのために e ラーニングの利用方
法，およびブレンド型授業の効果的な実施方
法を研究している．その設計したブレンド型
授業を展開して，学習効果が高まることを明
らかにした(講義と e ラーニングのブレンデ
ィングによる授業実践と効果, 教育システム
情報学会誌, 2005．講義整理ノートを活用し
た講義と eラーニングのブレンディッド授業
の効果，教育システム情報学会誌 , 2007. 

Comparison between effects in two blended 

classes which e-learning is used inside and 

outside classroom, US-China Education 

Review, 2011．学習指導案と相互評価を取り
入れた情報科教育法のブレンド型授業の効
果，日本情報科教育学会誌，2011)． 

 

もの作りと評価活動を取り入れた問題解決
力を育てる大学教育のイメージ図 

 

講義，e ラーニング，メディアを適切に関
連づけ，利用方法を工夫して，授業を適切に
展開することによって，教育効果のある授業
にすることができる．①学習内容の型，②情

報共有の方法，③学習者の特性，④必要な人
材，⑤所要期間，⑥学習コンテンツの適切さ，
⑦利用可能な技術，などを考慮して，それぞ
れの授業の特徴に適合するように適切なメ
ディアを選択し，適切な利用方法を検討して，
実践する必要がある．最近 10 年間，ブレン
ディッドラーニングに関する研究を精力的
に行って，多くの研究成果をあげることがで
きた．その結果，日本における研究成果を取
り入れた，日本で出版される最初のブレンデ
ィッドラーニングの解説書を編集し出版で
きた(宮地功編著：e ラーニングからブレンデ
ィッドラーニングへ, 2009, 共立出版)．また，
この３年間の研究成果の１つとして，ブレン
ド型授業の設計書作成支援システムのプロ
トタイプが開発できた (Development of 

support system for designing blended 

learning: Lesson-plan making function, 

Proceedings of IICE 2012. Development 

and use evaluation of a support system to 

design blended learning, Proceedings of 

IADIS e-Learning 2012)．このシステムは，
次図に示すような 5つの機能から構成されて
おり，下の図に示す矢線が示す流れでブレン
ド型授業を設計し，授業展開を作成できる．
その流れを説明すると，いくつかの質問に答
えると，授業の型が決まり，それに属する授
業形態の中から１つを決める．その授業形態
に利用されるメディアが示されるので，その
中から利用するメディアを選ぶ．選んだメデ
ィアを列にして既定の利用方法を記入した
授業計画が表示されるので，利用方法と設計
例を参考にして，15 回分の授業計画を設計す
る．続いて，1 回の詳細な授業展開を設計す
る． 

 このシステムを試験的に使ってもらって，
授業形態の個数がまだ不十分であり，提示す
るメディア候補を充分に列挙できていない
ことがわかったので，2013 年度からの新し
い研究課題において授業形態を充分にそろ
え，各授業形態に最適なメディアを提示でき
るように研究し，解決したい．また，授業計
画や授業展開例もまだ不十分であるので，国
内外の事例を収集して，掲載できるようにし
たい． 

授業設計支援システムの構成図 
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ブレンド型授業設計支援システムによる授
業設計の流れ 
 
２．研究の目的 

 ブレンディッドラーニングの目的は，学習
内容に強い印象を与え，効率的で，興味のあ
るトレーニングを生み出すために，いくつか
のメディアをひとつの統合された混合体に
合成することである．ブレンド型授業を設計
する場合，いつ，どのメディアを，どのよう
に使えば，最適な学習になるかを考える必要
がある．本研究課題は，これまでの研究成果
に基づいて，問題解決力を育てるために講義，
e ラーニング，メディアを適切に関連づけ，
授業を最適に展開する方法を研究した．この
研究過程において，多くの大学，学校につい
て，各メディアの役割を調査し，その効果を
明らかにしてきた．最終的には，ブレンド型
授業を普及させるために，メディアを最適に
選択して設計書作成を支援するシステムを
開発することが目的である． 

 

３．研究の方法 

本研究課題では，授業の内容の理解だけで
なく，問題解決力を育てるブレンド型授業を
設計できることを目標にしている．下記の
(1)～(3)の研究テーマを相互に関連させて，
ブレンド型授業を最適に展開する方法を研
究した．最終的には，誰でも最適な授業を設
計できるように支援し，ブレンド型授業の設
計書の作成を支援するシステムのプロトタ
イプが開発できた．  
このシステムを試験的に使ってもらって，

授業形態の個数がまだ不十分であり，提示す
るメディア候補を充分に列挙できていない
ことがわかったので，今後授業形態を充分に
そろえ，各授業形態に最適なメディアを提示
できるように研究し，提案したい．また，授
業計画や授業展開の例もまだ不十分である
ので，国内外の事例を収集して，掲載できる
ようにしたい． 
 
(1)学習種類別・授業形式別のメディアの役
割と効果の明確化 
 メディアとして，教科書，講義スライド，

演習問題，講義整理ノート，評価シート，報
告書枠組み，作品見本，小テスト，講義計画
書，eラーニング(講義スライド，演習問題
(WBT)，配付資料，提出物，掲示板など) ，
ソフトウェアなどがある．これまでにこれら
を利用して，授業実践しているので，メディ
アの役割の大まかなことがある程度わかっ
た．しかし，利用方法や場面によって効果も
異なり，詳しい役割や学習効果については，
まだよく知られていない．そこで，これまで
の実践を通して，それを明確にしてきた．ま
た，他大学の事例を調べた．これらを合わせ
て，各メディアの効果が明らかになりつつあ
る．  
学習の種類として，個別学習， 集合学習，

グループ学習などがあり，授業の形式として，
講義，演習，実技実験が考えられる．それぞ
れの授業の中で，①学習内容の型，②情報共
有の考え方，③学習者の特性，④必要な人材，
⑤所要期間，⑥学習コンテンツの適切さ，⑦
利用可能な技術，などについて検討して，い
つ，どのメディアを，どのように使えば，ど
んな効果があるかを研究してきた．  
 
(2)ブレンド型授業の評価方法の研究 
調査用紙として，これまでに用語認知度調

査，イメージ形成調査，力に関係した意識調
査，ソフトウェア機能利用可能度調査，自己
評価用紙，他者評価用紙，などを作成して，
利用してきた．ブレンド型授業を分析するた
めに，評価するものとして，ワークシート，
小テスト，報告書，作品，アンケート調査，
相互評価表，観察，などを用いて，いつ，ど
のように評価するかを検討した．それぞれの
目的に合う評価対象を検討し，それをどの調
査用紙，テストによって，どのように評価す
るのか，その調査方法は紙への記入，ファイ
ルへの入力，Web 入力のいずれが最適である
かを示すことができるように研究した．最終
的には，授業展開の流れの該当する部分に，
評価する用紙，評価方法，調査方法を示すよ
うにした． 
 
(3)ブレンド型授業の設計と実践 
講義形式の授業において，講義，講義整理

ノート，eラーニング，小テスト，物作り(用
語解説，学習支援システム構想，報告書，作
品)を用いて，その評価活動を相互に関連づ
けて，ブレンディッド授業を展開した．演習
形式では，問題用紙を配布して演習し，その
解答の解説を行って，実技形式では，実験書，
作品の見本，作品作りを行って，その評価活
動を相互に関連づけて，ブレンディッド授業
を展開した．テレビ会議交流を取り入れた授
業として，卒業研究による研究内容を説明し
合ったり，調べ学習して合同発表会を実施す
ることを試みた．これらのいずれの実践も効

授業設計の流れ
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デジタルとアナログの違いに
ついて、コンピュータの内部を
事例として説明する．

教科書を見ながら，教員の説明
を聞く．

集合
学習

教科書
【関】
【知】

8

2進数と１０進数相互の数値
変換，データの単位とその使
い方を説明する．机間巡視．

教員の説明を聞いた後に，教科
書の中の問題を解く．データの単
位とその使い方の説明を聞く．

集合学
習，個
別学習

教科書，
用紙

【知】
解答した用紙を
提出させて評価
する．

10

･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･

週 授業内容 スライド教材 教科書 演習 小テスト
講義整理

ノート
調査用紙 LMS(e-learning)

1
講義計画, 3.1中央処理装
置,3.2命令の実行手順

講義計画の説
明, 11枚(3.1 &
3.2)

p.42-45 演習１
小テスト

1
3.1, 3.2

認知度，
意識

3.1, 3.2の講義スラ
イドと演習問題

2
3.2命令の実行手順, 3.3ア
ドレスの指定方式

19枚(3.2 &
3.3)

p.46-49 演習２
小テスト

2
3.2, 3.3

3.2, 3.3の講義スラ
イドと演習問題

･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･ ･･･

15
1.3伝送制御手順, 3.2.1計
測・機械制御技術

9枚(1.3 &
3.2.1)

p.239-
241

演習
14

小テスト
14

1.3,
3.2.1

認知度，
意識

1.3, 3.2.1の講義ス
ライドと演習問題



 

 

果があることがわかった． 
授業に集合学習と個別学習を取り入れ，多

くのメディアで授業内容の理解が促進され
る．作品や報告書の作成は問題解決力を育て，
それを相互評価させることは学生間の相互
作用を誘因するメディアとして働き，学生相
互に教え合いが生じ，授業内容の理解を深め，
授業内容を広げることがわかった．  
このような効果のあるブレンド型授業を

他の科目でも設計して，理解度を向上させ，
知識の幅を広げ，知識量の増加を計り，自己
学習力や自己評価力が育成できるように実
践する． (2)で研究する評価方法を利用して，
実践前後に，知識の理解度，問題解決力の向
上の程度を測定し，効果を確認した．その結
果に基づいて，ブレンド型授業における「(1)
メディアの役割と効果」を明らかにしつつあ
る． 
 
(4)ブレンド型授業の調査と分析 
ブレンド型授業は国内でもいくつか研究

され，報告されている．研究代表者もブレン
ディッドラーニングの解説書として編集し
出版した書籍の中に，事例を多数収録した．
更に，授業内容に合わせて，講義，e ラーニ
ング，およびメディアをどのようにブレンデ
ィングして利用すれば，効果が上がるかを国
内外の機関における事例について調査研究
した．その調査結果を分析して，「(3)ブレン
ド型授業の設計と実践」による効果測定の結
果と合わせて，「(1)メディアの役割と効果」
を明確にし，テーマ(2)の評価方法の一部を
明らかにした． 
 
(5)ブレンド型授業の最適設計書作成支援シ
ステムの開発 
ブレンド型授業の設計に必要な項目を，① 

利用メディア，②講義をするために準備する
メディア，③配付資料としてのメディア，④
効果測定用のアンケート調査用紙，⑤e ラー
ニングをするために準備するファイル，⑥授
業展開例，⑦課題の実施方法，⑧効果測定方
法などとする．  
このようにテーマ(1)～(4)の研究結果を

受けて，授業形態が決まると，その授業形態
に必要なメディアを提示して，誰でもメディ
アを最適に選択できるように支援している．
その結果，最適なブレンド型授業を設計して，
設計書を提示できるシステムのプロトタイ
プを開発した．プロトタイプのシステムの完
成後，実践する教員に，設計書について評価
してもらい，有効性を確認した．今後 3年間
で，問題点を解決していく予定である． 
 
４．研究成果 
 メディアを最適に選択する方法を検討し，
ブレンド型授業を展開する方法を研究した．

その成果として「テレビ会議交流による遠隔
合同ゼミを通して卒業研究を促進する実践
の効果」(教育システム情報学会誌，2010), 
「 Comparison between effects in two 
blended classes which e-learning is used 
inside and outside classroom」(US-China 
Education Review, 2011)，「学習指導案と相
互評価を取り入れた情報科教育法のブレン
ド型授業の効果」(日本情報科教育学会誌，
2011)などを報告した．これらの研究の中で，
各科目に共通の意識だけを従来調査してい
たが，特有の意識も調査すべきであることに
気づき，両方を測定する調査用紙を作成する
ようにした．  
更に，研究目的の１つである「ブレンド型

授業の最適設計書作成支援システム」のプロ
トタイプを開発して，「Development of 
support system for designing Blended 
learning: Lesson-plan making function」
(Proceedings of IICE2012) ，「 Developed 
support system to design blended learning 
and its use evaluation」(Proceedings of 
IADIS e-Learning 2012)などを報告した．こ
のシステムは，いくつかの質問に答えると，
授業の型が決まり，それに属する授業形態の
中から１つを決める．その授業形態に利用さ
れるメディアが示されるので，その中から利
用するメディアを選ぶ．選んだメディアの利
用方法を記入した授業計画が表示されるの
で，利用方法と設計例を参考にして，15 回分
の授業計画を設計する．続いて，1 回の詳細
な授業展開を設計する．このようなプロトタ
イプのシステムが開発できた． 
 研究期間 3年間で，本研究課題に関する研
究の成果は，査読付き学術論文 11 編，査読
付き国際会議 24 編，専門研究会発表 22 件，
学会発表 32 件で，極めて成果があった． 
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